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ないことを無視した



















































































































ミュニケーション適応理論 (communication accommodation theory」(Giles and 
Wiemann 1987) からそのメカニズムを解釈し、自分の話し方を相手の話し方
に似せようとする収斂 (convergence) により、出現するものとされる（例え

















































































































年 12 月に文部科学省国語審議会 (4) が示した『国際社会に対応する日本語の
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